
６ 芸術（音楽） 

学校番号 ３１４ 

令和３年度 芸術〔音楽〕 

 

教科 芸術 科目 ソルフェージュ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 使用しない 

副教材等 自主教材プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

ソルフェージュの基礎的知識が習得できることに重点を置く。 
表現に関しては、個性豊かで充実したものになるよう、留意する。 

 

２ 学習の到達目標 

視唱力の充実をはかり、楽譜の音楽的意味を理解して演奏できる力を高めるとともに、生涯学習の基礎を
身につけさせることをめざし、音楽に対して、より深くかかわっていこうとする 

 意欲と、それぞれの個性に応じた豊かな音楽感を深めていくことを目標とする。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への関心・意

欲・態度 

b:音楽表現の創意工

夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に

関心をもち、歌唱、

器楽、創作、鑑賞の

学習に主体的に取

り組もうとする。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱、器楽、創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

をつくるかについて

表現意図をもってい

る。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱、器楽、

創作の技能を身に付

け、創造的に表して

いる。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

観察 

ワークシート 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

提出作品 

観察 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 
 

期 

題
材
名 

学習内容 

主な評価の観点 

題材の評価規準 評価方法 
a b c d 



1
学
期 

リ
ズ
ム 

リズムトレ
ーニング 

音楽理論 

 

またこれら
を活用し 

たボディ・
パーカッ 

ションの曲
を２，３ 

曲 

ピアノ演奏
の基礎 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 a:ピアノの基礎から丁寧に練習してい 
く。現在ﾋﾟｱﾉを習っている生徒にも、 

 よけいなクセなどがとれるようにト 
レーニング方法を習得させる。 

b:実際にいろいろなリズムを自らの力 
で読み解き、表現していく 

c:４小節程度の聴音を毎時間実施。 
簡単な音ならわかる程度にまでもっ 
ていく。 

d:副読本を利用し、楽譜が読めるよう
になることを目標とし、リズムのト
レーニングを反復 

 練習させる 

観察 

ワークシート 

ピ
ア
ノ 

調
音 

《第１回発
表会》 

 

○ 

 

 

 

○ 

 a:実際の入試曲を練習することによっ 
て、モチベーションの向上とさらな 

 るテクニックの向上をはかる。また、 
入試で採点される項目のポイントを 

ふまえての練習をさせる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

リズム練習 

聴音 

 

  

○ 

  b:譜読みとリズム感向上のために班 
でハンドクラップ練習も行う。 

c:さらに細かいリズムをうてるよう 
に、曲数をこなす。３連符・休符の 

聴音曲を毎時間やっていく。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

リ
ズ
ム 

《第２回発
表会》 

グループご
とでのハ 

ンドクラッ
プ練習 

 

 

○ 

   

○ 

a:実際の入試曲を練習することによっ 
て、モチベーションの向上とさらな 

 るテクニックの向上をはかる。また、 
入試で採点される項目のポイント 

 をふまえての練習をさせる。 

観察 

ワークシート 

 

ピ
ア
ノ 

ピアノ演奏
の基礎 

《第３回発

表会》 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:聴音もピアノ曲も、さらに上のレベ

ルの曲に挑戦させる 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

視
唱 

今年度の幼
児教育短 

大の入試曲
の練習 

視唱の練習 

 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 c:実際の入試曲を練習することによっ 
て、モチベーションの向上とさらな 

 るテクニックの向上をはかる。また、 
入試で採点される項目のポイント 

 をふまえての練習をさせる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ピ
ア
ノ
・視
唱 

《第４回発
表会》 

ピアノ独奏

と視唱 

  

○ 

    

 

 

○ 

a:入試で採点される項目のポイント 

 をふまえての練習をさせる。 
観察 

ワークシート 

３
学
期 

ピ
ア
ノ 

３年生へつ
なげるた 

めの、さら
にレベル 

の高いピア
ノ曲の練 

習 

  

○ 

    

 

 

○ 

c:聴音もピアノ曲も、さらに上のレベ

ルの曲に挑戦させる 

観察 

ワークシート 



演
奏
発
表 

《第５回発

表会》 

  

○ 

 

○ 

  

○ 

 a:実際の入試曲を練習することによっ 
て、モチベーションの向上とさらな 

 るテクニックの向上をはかる。また、 
入試で採点される項目のポイント 

 をふまえての練習をさせる。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年５回の発表会と毎時間の授業内でのソルフェージュテスト、この２つの取り組み状況、 
の３つの観点から評価します。 

 

 ※ 発表会においては、基礎がどこまでできているかを重視して評価します。 
聴音やソルフェージュなどは、どれだけ集中して聴いたり演奏したりしているかを評価します。 


